
 

 

 

 

 

 

＊＊「指導と評価の一体化」で授業改善⑥＊＊ 
～「図画工作科、美術科」編～ 

※「指導と評価の一体化」の視点から、図画工作科、美術科の「題材の目標」、「題材の評価規準」、 

 「指導と評価の計画」等を考えます。（図画工作科を例に整理を進めていきます。） 

 今回の学習指導要領の改訂では、学習評価の改善の基本的な方向性については、 

①児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

②教師の指導改善につながるものにしていくこと 

③これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと 

と示されています。【「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 図画工作（以下※１）Ｐ５より】 

 

 評価は、次のように進めることが考えられます。（次の方法によらない事例もあります。） 

  評価の進め方                      留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「R」は「reform（改革）」の頭文字です 

№３２（令和２年９月） 
埼玉県教育局南部教育事務所 
https://www.pref.saitama.lg.jp

/soshiki/g2201/index.html 

埼玉県マスコット 

    「コバトン」 

１ 

 題材の目標を 

 作成する 

（※１ P44参照 ） 

２ 

 題材の評価規準を 

 作成する 

（※１ P49参照 ） 

 

３ 

 「指導と評価の計画」 

 を作成する 

５ 

 観点ごとに総括する 

４ 

授業を行う 

集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、

観点ごとの総括評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行う。 

【学習評価は、活動の過程を適切に評価することが大切です。   

 作品や作品票のみで学習評価を行わないようにしましょう。】 

○１、２を踏まえ、評価計画及び評価方法等を計画する。 
○どのような評価資料（児童の反応、ノート、ワークシート、作品等） 
 を基に、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価するかを考えたり、   
 「努力を要する」状況（Ｃ）への手立て等を考えたりする。 

○①「内容のまとまりごとの評価規準（以下◆）」から作成する方法と 
 ②◆を踏まえて、「題材の目標」から作成する方法の２通りの方法がある。 
【具体的な作成方法は ※１ P49参照】 
【「内容のまとまりごとの評価規準」については ※１ P25参照】  
○題材の目標が一文で示されている時（３つの柱で示されてい 
 ない場合）は、①の方が望ましい。 

○学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえる。 
【学習指導要領、そして学習指導要領解説が大切です。】 
○児童の実態、前題材までの学習状況等を踏まえる。 
○題材に即してどのような内容が当てはまるか考える。それを踏まえ、「学年の目 
 標」や「内容」を書き換えたり削除したりして「題材の目標」を作成する。 
【学習指導要領等は 2年間を通しての「学年の目標」や「内容」を示しています。 
 今回の題材では指導しない内容も含まれていることも考えられます。】 

○３に沿って、観点別学習状況の評価を行い、 
 児童の学習改善や教師の指導改善につなげる。 

P146、147に系統表があります。 

裏面参照 



評価計画及び評価方法例（○：指導に生かす評価を行う ◎：全員の学習状況を記録に残す評価を行う） 

 

 

 知＝知識に関して評価をする。技＝技能に関して評価をする。 

 ☆１、２時間目は記録に残す評価はしないが、「技能」の視点で学習状況を把握し、指導に生かす。 

  それを踏まえて５時間目に「技能」の視点で児童の活動の姿などを捉え、記録に残す。 

 ☆５時間目は「知識」、「技能」の視点で児童の学習状況を把握し、記録に残す。 

  発＝発想や構想に関して評価をする。鑑＝鑑賞に関して評価をする。 

 ☆３時間目は記録に残す評価はしないが、「思考・判断・表現（発想や構想）」の視点で学習状況を把握し、指導に生かす。  

   それを踏まえて４時間目に「思考・判断・表現（発想や構想）」の視点で児童の活動の姿などを捉え、記録に残す。 

 ☆６時間目は「思考・判断・表現（鑑賞）」の視点で児童の学習状況を把握し、記録に残す。 

 ☆「主体的に学習に取り組む態度」は、活動全体を通して把握し、最後に記録に残す。 

 

具体的な学習評価の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            【埼玉県小学校教育課程指導・評価資料（以下※２）Ｐ160より】 

記録の方法については、※２ Ｐ160参照 

 

観点      時 １ ２ ３ ４ ５ ６ 評価方法 

知識・技能 ○技 ○技   ◎知 技  行動観察・対話・表現 

思考・判断・表現   ○発 ◎発  ◎鑑 行動観察・対話・表現・記述 

主体的に学習に取り組む態度      ◎ 行動観察・対話 

 引用・参考  
「小学校学習指導要領」、「小学校学習指導要領解説 図画工作編」、 
「中学校学習指導要領」、「中学校学習指導要領解説 美術編」    文部科学省 
「埼玉県小学校教育課程・評価資料」               埼玉県教育委員会 
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料     国立教育政策研究所 
 
 
 
 
 

「学びのＲ」 
はこちらから 
も御覧いただ 
けます！ 

事例「ギコギコアーティスト」（第４学年） 
木をのこぎりで切ったり、組み合わせたりして立体に表す活動 

・活動の過程を適切に 

 評価することが大切 

 です。 

 完成した作品のみで 

 学習評価を行うこと 

 がないようにしまし 

 ょう。 

・作品は、子供自身で 

 あるという思いを 

 基に、何を表現し、 

 何を考えているかを 

 聞き手として 

 受容し、その後、 

 切り返しを行うこと 

 で、子供の思いや 

 考えを整理して 

 あげましょう。 

・発揮された児童の 

 資質や能力、思いや 

 意図の変容を見取る 

 ことが大切です。 

 作文や説明が分かり 

 やすいかのみを評価 

 することがないよう 

 にしましょう。 


